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厳 し い 残 暑 が い つ ま で も 続 い て い ま し た が 、 や っ と 秋 の 気 配 が 感 じ ら れ る 季

節になってき ました 。現在会員登 録数 4,338 人さま。次号は 11 月 20 日発行

の予定です／  
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【１】お知ら せ  
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●参加者募集 中！  

◇小学生向け ワーク ショップ「鏡 をつか ってチャレン ジミッ ケ！ 」  

「ミッケ！」の 作者、ウォルター・ウ ィック さん と一緒に 絵本の 世界をつく  

ってみましょ う。  

11 月２日（土） 11： 00～ 12： 00 大阪府立 中央図書館  多目的室  

 小学生対象 、定員 30 人、参加費 500 円  ※通訳あり  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#061102ws  

 

◇国際講演会 「アメ リカの絵本作 家  ウォ ルター・ウィ ック  自 作を語る」  

11 月２日（土） 14： 00～ 16： 30 大阪府立 中央図書館  多目的室  

大人向け（中 学生以 上可）、定員 60 人、参加費 1000 円  ※通 訳あり  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#061102  

 

◇講演と対談 「幼年 文学のはじま りと現 在」  

12 月８日（日）  13： 00～ 16： 00 大阪府立中央図書 館  多目 的室  

 講師：石井 睦美さ ん（作家 ・翻 訳家）、 宮川健郎理事 長  

 大人向け、 定員 60 人、参加費 1000 円  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#061208  

 

●「むかしの 紙芝居 を楽しもう！ 」を開 催します  

 大阪府立中 央図書 館  国際児童文学館 と の共催で、塩崎お とぎ 紙芝居博物館

（三邑会）の 紙芝居 師による街頭 紙芝居 の公演を行い ます。  

日時： 11 月９日（土 ）  14： 30～ 15： 30 

場所：大阪府 立中央 図書館  多目的室  ※ 無料、申し込 み不要  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#06gaitokamishibai  
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●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  

 

●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yukiko's Talk 

*****************************************************************  

『スペルホー ストの パペット人形 』  ケ イト・ディ カミロ /作  ジュリー・モ

ースタッド /絵  横山 和江 /訳  偕成社  2024 年 8 月  対象年齢 ：小学校中学

年以上  

 

＊今回のゲス トは 武 庫川女子大学 の福本 由紀子さん（ Ｆ） で す。  

 

あらすじ：パペッ トで ある、王さまと、オ オ カミと、羊飼いの つえ をもった少

女と、弓と矢を もった 少年と、フクロ ウを、元船長の老人 が買い 求めるが、

そのすぐあと 、老人 は 死んでしまう 。人形 た ちはがらくた 屋にひ きとられ、

エ マ と マ ー サ と い う 姉 妹 の お じ さ ん が 二 人 へ の プ レ ゼ ン ト と し て 買 い 求 め

る。二人の住む 屋敷で 、人形たちは離 れ離れ になるが、最終 的に全 員が集め

られ、姉妹と使用 人の ジェーンが姉 妹の家 族やお客の前 で人形 劇を演じる 。

最終章を合わ せた全 29 章が３幕に分けられ た作品。  

 

Ｆ：全体に短 かくて、文章も簡潔な がら、人 生のエッセン スが読 み取れるよう

な一言一言が 心にし みる寓話だと 思いま した。  

Ｙ：見返しの 次に「ノ ーレンディと いうと ころでこんな ことが ありました」と

書かれていて 、英語 では「 Long ago, in a land called Norendy …」で、

まさに、寓話、または 昔話ふうの始 まりに なっています。この本 に関する著

者のインタビ ュー動 画では、３作の「ノー レンディシリ ーズ」の １作目で、

アメリカでは すでに ２作目も出版 されて いるようです 。  

Kate DiCamillo Book Talk: The Puppets of Spelhorst  

（ https://www.youtube.com/watch?v=Xys5_BPAe0c）  

  どんな言 葉が心 にしみました か。  

Ｆ：た とえば、人形 た ちが馬車で移 動をし ているとき、少年 が「 この世界で、

すごいことを なしと げたい」と語る と、フ クロウが「われ われは ひとりひと

り、多くのも のをか かえている 。」と かし こそうな声で 言いま す。フクロウ

自 身 が わ か っ て 言 っ て い る と は 思 え な い と こ ろ が ユ ー モ ラ ス な の で す が 、

言 っ て い る 内 容 は ぐ っ と 心 に さ さ り ま す 。 ほ か の 人 形 や 人 間 の せ り ふ に も

同じように心 に残る 言葉がたくさ んあり ました。  

Ｙ：私 は、短い物語 の 中に、人形たちの 物語 があり、人形と出 会っ た人たちの
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物 語 が あ り 、 た く さ ん の 物 語 が 詰 め 込 ま れ て い て 楽 し み ま し た 。 そ し て ど

の人形も登場 人物も 個性的で、人形 は、人 間をカリカチ ュアし ています。人

形 た ち は 人 間 に 動 か し て も ら う ま で 動 け な い な ど 、 自 由 を 奪 わ れ て い ま す

が、それぞれに夢 を抱 き、自分らしさを 追い 求めています。け れど 、離れ離

れ に な っ て し ま う と 、 お 互 い に 寂 し く な り 、 多 少 自 分 の 夢 と 違 っ て い て も

み ん な で 人 形 劇 を 演 じ る こ と で 、 生 き る 喜 び を 感 じ ま す 。 そ う い う 意 味 で

も寓話的だと 思いま した。  

Ｆ：最初にパ ペットを 購入した老人 は、パペ ットの少女の すみれ 色の目に、過

去 に 愛 し た 人 を 思 い 出 し 、 自 分 が 船 乗 り に な っ て 愛 し た 人 の 元 に 戻 ら な か

っ た こ と を 後 悔 し 、 そ の こ と を 手 紙 に し た た め て 死 ん で し ま い ま す 。 そ う

いう意味では、悲しい 物語とも言え ますが、結末は、ハッピ ーエン ドとも読

み取れます。結 末は明 かせませんが 、人形劇 が演じられた ことで、登場人物

の一人が新た な人生 を歩むことを 決意し ます。つまり、物語は 、人々に生き

る勇気と喜び を与え るということ が読み 取れます。  

Ｙ ： 冒 頭 の 物 語 が 結 末 の 伏 線 に な っ て い る と こ ろ も こ の 作 品 の 魅 力 で す 。 他

の デ ィ カ ミ ロ 作 品 ら し く 、 構 成 の 妙 が あ り ま す 。 モ ー ス タ ッ ド の 挿 絵 も 魅

力的で、この作 品をよ りどころに、空 想を広 げ、自分の物語 を紡い でいける

楽しさがある 作品だ と思いました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 110 回「マグノリ アの木」  

 霧が融けた ら  

 

「霧がじめじ め降っ ていた。／諒 安は、そ の霧の底をひ とり、険 しい山谷の、

刻みを渉って 行きま した。」――こう 書き 出される「 マグノリ アの木」の 諒安

は、修行僧でしょ うか 。一番高いところ から 一番深い暗い 底へ、そ して、霧に

吸 い こ ま れ た 次 の 峯 へ と 伝 っ て い き ま す 。 霧 は 、 何 べ ん も 、 ふ っ と 明 る く な

り、また 、うす暗く な ります。霧 のなかから 声が聞こえて きます。――（これ

はこれ／惑う 木立の ／中ならず／ しのび をならう／春 の道場 ）  

 

やがて、にわ かに霧 が融けて、ぱ っとあ たりが黄金に 変わる のです。  

 

（ あ あ こ ん な け わ し い ひ ど い と こ ろ を 私 は 渡 っ て 来 た の だ な 。 け れ ど も 何

というこの立 派さだ ろう。そして はてな 、あれは。）  

  諒 安 は 眼 を 疑 い ま し た 。 そ の い ち め ん の 山 谷 の 刻 み に い ち め ん ま っ 白 に

マ グ ノ リ ア の 木 の 花 が 咲 い て い る の で し た 。 そ の 日 の あ た る と こ ろ は 銀 と

見え陰になる ところ は雪のきれと 思われ たのです。  

 

諒 安 が た だ 山 道 を 歩 い て い く だ け の ス ト ー リ ー で す 。 マ グ ノ リ ア は 、 モ ク レ

ン科の学名で 、「賢治 はモクレン科 の中で も特に白い花 をつけ るコブシとホ オ

ノキの両方を マグノ リアとして想 定して いた」（大塚常 樹「『マ グノリアの木 』

論」 2003 年）といわ れます。  

 

（けわしくも 刻むこ ころの峯々に  いま 咲きそむるマ グノリ アかも 。）― ―ま

た、諒安の耳 に声が聞 こえます。霧 が融けて あらわれたの は、平ら できれいな

黄金の高原で、そ こに 、声の人が登場し ます 。その人は、けわし い 山谷一面に

咲 く マ グ ノ リ ア は 「 覚 者 の 善 」 だ と い い ま す 。「 覚 者 」 と は 、 仏 陀 の 漢 訳 で 、

真理を体得し た者の ことです。  

 



ここに描かれ ている のは、悟り を開く道 そのものでし ょうか 。諒安は 、「私 が

けわしい山谷 を渡っ たから平らな のです 。」といいま す。諒 安が たどり着いた

場所には、白 い花が 咲いています 。  

 

ふたりの子ど もがマ グノリアの木 の梢を 見上げて、「サン タ、マグノリア 、／

枝 に い っ ぱ い ひ か る は な ん ぞ 。」「 天 に 飛 び た つ 銀 の 鳩 。」「 セ ン ト 、 マ グ ノ リ

ア 、 ／ 枝 に い っ ぱ い ひ か る は な ん ぞ 。」「 天 か ら お り た 天 の 鳩 。」 と 歌 い ま す 。

賢治のテクス トには、時折、キリス ト教のイ メージも入り 込んで きますが、ま

るで、「サ ンタマリ ア 」といってい るよう です。（馬 車別当）  

 

（本文の引用 は、 角 川文庫版『風 の又三 郎』によりま した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６４  

*****************************************************************  

 

「ほんとうの ことを いってしまえ ば、」マ ーチペーンは そのそ っけない、重

ったるい声で いいま した。「こ の家全体 が わたしのもの なのよ 。」  

「 な ん で す っ て ？ 」 あ わ れ な プ ラ ン タ ガ ネ ッ ト さ ん は そ う さ け び ま し た 。

プ ラ ン タ ガ ネ ッ ト さ ん は 、 じ ぶ ん の せ と も の の 小 さ な 耳 が 信 じ ら れ ま せ ん で

した。「でも、こ れは わたしたちの 家です 。わたしたちのも の ですとも。わた

し た ち が 夢 に 描 い た … … わ た し た ち が ほ し い と 思 っ て い た … … わ た し た ち が

願いつづけて いた家 なんです。」とプラ ン タガネットさ んはい いました。  

 

（『 人 形 の 家 』 ル ー マ ー ・ ゴ ッ デ ン /作  瀬 田 貞 二 /訳  堀 内 誠 一 /さ し 絵  岩

波少年文庫  岩波書 店  2000 年 10 月  p.179-180 ＊初版は 1967 年 7 月）  

 

エ ミ リ ー と シ ャ ー ロ ッ ト 姉 妹 は 、 木 で で き た 古 い オ ラ ン ダ 人 形 の ト チ ー 、 顔

が瀬戸物でで きてい るプランタガ ネット さん、セルロイド製 の ことりさん（プ

ランタガネッ ト奥さ ん）、フラシ天で でき た小さな人形 のりん ごちゃん、犬の

か が り を 家 族 に 見 立 て て 靴 の 箱 に 住 ま わ せ て い ま し た 。 人 形 た ち の 願 い は 、

自 分 た ち の 家 を 持 つ こ と で 、 人 形 た ち は 強 く 願 う と 、 願 い が か な う と 信 じ て

いました。  

 

こ の 願 い は 、 ト チ ー が 元 住 ん で い た 古 い 家 が 、 亡 く な っ た 大 お ば さ ん の 元 か

ら送られてき て実現 します。ところが、家 がエミリーた ちによ って改装され 、

プ ラ ン タ ガ ネ ッ ト 一 家 が 幸 せ に 暮 ら し て い る と こ ろ に 、 ト チ ー と と も に 古 い

家 に 元 々 住 ん で い た マ ー チ ペ ー ン と い う 人 形 が や っ て き た の で す 。 マ ー チ ペ

ーンは、花嫁衣裳 を着 た高価な人形 で、自分 のことを「上品で 美し い」と思っ

て、プランタ ガネット 一家をばかに し、引用 のように、人 形の家を 自分のもの

だと主張しま す。そし て、エミリー は、マー チペーンの美 しさに 夢中になり、

マ ー チ ペ ー ン に 仕 え る 役 割 を プ ラ ン タ ガ ネ ッ ト 一 家 に 与 え て 屋 根 裏 部 屋 と 台

所に押し込め てしま います。けれ ど、妹の シャーロット は、プラ ンタガネット

一家に心を寄 せます 。  

 

久 し ぶ り に 読 み 直 し ま し た が 、 ス ト ー リ ー テ ラ ー の ゴ ッ デ ン の 物 語 に 一 気 に

引 き 込 ま れ ま し た 。 人 形 は 、 遊 ぶ 人 が い て は じ め て 魂 を 持 つ と い う ル ー ル を

貫 き な が ら 、 人 形 た ち の 波 乱 万 丈 の 物 語 と 持 ち 主 の 姉 妹 の 心 の 様 子 が い き い

きと描かれて います。家族とは何か 、家とは 何か、願いと は何かと いうテーマ

は今に通じて いると 改めて思いま した。（ Ｙ）  

 



*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

奈良県立美術 館で 11 月 10 日まで開催さ れ ている特別展 「エド ワード・ゴー

リーを巡る旅」に行 っ てきました。エドワ ー ド・ゴー リー（ Edward Gorey, 1925-

2000）の終の棲家 に作 られた記念館・ゴ ーリ ーハウス（アメリ カ合 衆国）で開

催された企画 展から 、「子供」「不思議 な生 き物」「舞台 芸術」な どのテーマを

軸に約 250 点の作品 ・資料で再構 成した 展示です。  

 

第１章「ゴー リーと子 供」には、ゴ ーリーの 絵の才能を感 じさせ る子ども時代

の絵とともに 、『不幸 な子供』（柴 田元幸 /訳  河出書房新 社  2001 年 9 月）な

ど 、 子 ど も の 登 場 す る 絵 本 原 画 が 並 べ ら れ て い ま し た 。 お 金 持 ち の 少 女 シ ャ

ー ロ ッ ト が 結 末 ま で 何 度 も 不 幸 な 目 に あ う 様 子 が 繰 り 返 さ れ 、 結 末 ま で 救 い

のないストー リーが 繊細かつ濃厚 な線で 描きこまれて います 。  

 

第２章「ゴーリーが 描く不思議な 生き物 」では、『狂瀾怒濤：あるいは、ブラ

ックドール騒 動』（柴 田元幸 /訳  河出書 房 新社  2019 年 10 月）が特に心に残

り ま し た 。 ２ 本 ま た は ３ 本 の 人 間 の 指 が 地 面 か ら 岩 の よ う に 突 き 出 て い る 場

面 に 、 ス カ ー ト を は き 頭 に リ ボ ン を あ し ら っ た の っ ぺ ら ぼ う の ナ イ ー ラ ー 、

洗 面 器 を 頭 か ら か ぶ り 三 角 巾 で 腕 を つ っ て い る フ ー グ リ ブ ー な ど ４ 人 の 奇 妙

な生き物が登 場し、ち ょっかいをか け合っ たり、けんか をしたり します。その

指 が ピ ン と の び て い た り 曲 が っ た り す る の も 奇 妙 で 、 不 思 議 で 不 気 味 な 世 界

へ誘われまし た。  

 

第３章「ゴー リーと舞 台芸術」には 、バレエ の公演に通い 続けた というゴーリ

ーのバレエ愛 が読み 取れる作品が あり、特 に『金箔のコ ウモリ 』（柴田元幸 /訳  

河出書房新社  2020 年 11 月）は 、一人の バレリーナの 成功と 孤独が美しく 悲

しく描かれて いまし た。第４章「ゴーリ ー の本作り」では、凝 っ た装幀などが

興味深く、第 5 章「ケ ープコッドの コミュ ニティと象」には、象 などの版画作

品も展示され ていて 一味違うゴー リー作 品を楽しみま した。  

 

関連展示「エ ドワー ド・ゴーリー と日本 文化－ 20 世紀アメリ カの眼－」は 、

奈 良 県 立 美 術 館 独 自 の 企 画 で 、 日 本 の 絵 画 の ゴ ー リ ー 作 品 へ の 影 響 が 指 摘 さ

れ て お り 、 ゴ ー リ ー の 世 界 を 違 う 視 点 で 見 る こ と が で き て 、 視 野 が 広 が っ た

よ う な 気 が し ま し た 。 魂 の こ も っ た ゴ ー リ ー の 線 の 美 し さ を 生 で 見 る こ と が

でき、とても 満足し て帰りました 。（Ｋ ）  

 

奈良県立美術 館  https://www.pref.nara.jp/11842.htm  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

来月配信の次 号（ NO.171）からは、第５ 章 「古田足日先 生」で す。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  子どもと本のま つ り  秋の講演会  

https://www.pref.nara.jp/11842.htm
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


「それぞれの 人生に 立ちあう～絵 本の読 みあいを通し て～」  

講師：村中李 衣（児 童文学作家、 山口学 芸大学客員教 授）  

日時： 10 月 27 日（日） 14： 00～ 16： 00  ※無料、要 申し込 み  

会場：吹田市 立中央 図書館  

共催：吹田市 立中央 図書館、吹田 子ども の本連絡会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ス ペ ルホーストのパ

ペット人形』を プレゼ ントします。ご 希望の 方は、プレゼン ト応募 フォームか

ら、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールア ドレス、よろ し

ければ  (5)このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応募く だ さい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 11 月 11 日（月）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

当財団所属の ボラン ティアグルー プ「お はなしポッポ 」とと もに、児童養 護

施設でおはな し会を 行いました。 小学校 低学年までの 子ども たちに、絵本 を

読んだりお話 を語っ たりしたあと 、紙袋 を使った「う さぎ」 の手人形作り に

みんなで大さ わぎ。 子どもたちは 、私の ところにも来 て人形 を見せてくれ た

り、話しかけ たりし てくれました 。おじ いちゃん気分 、満喫 ！ （ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

